
第 64 号 令和３年（2021年）４月１日港 北 の 消 防

港北消防団ホームページ　https://www.city.yokohama.lg.jp/shobo/shouboudan/05-14.html

消
防
団
員

　
募
集
ポ
ス
タ
ー

の
作
成

　

港
北
消
防
署
で
は
、
令
和
二
年
度
の
事
業
方
針

に
基
づ
い
て
消
防
団
員
の
充
足
率
百
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
標
に
、
様
々
な
手
段
で
新
入
団
員
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
、
重
要
な
広
報
活
動
の
機
会
が
失
わ
れ
る

中
、
少
し
で
も
消
防
団
員
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
新
た
な
団
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
入
団
希
望
や
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
チ
ラ

シ
の
配
布
等
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
港
北

消
防
署
消
防
団
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

令
和
二
年
度

　
風
水
害
情
報

受
伝
達
訓
練

　

年
度
当
初
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
影

響
で
、
例
年
実
施
し
て
い
た
夏
季
訓
練
会
を
は
じ
め

各
種
訓
練
会
や
地
域
で
の
防
災
訓
練
が
中
止
と
な

り
、
消
防
団
と
し
て
の
活
動
が
大
幅
に
減
少
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

感
染
症
防
止
対
策
や
夏
場
の
熱
中
症
防
止
対
策
を
同

時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
に
港
北
消
防

団
は
三
密
防
止
対
策
を
講
じ
た
中
、
訓
練
を
再
開
し

ま
し
た
。

　

長
梅
雨
が
明
け
、
久
し
ぶ
り
に
好
天
に
恵
ま
れ
た

八
月
二
日
、
長
雨
や
台
風
に
よ
る
出
水
期
に
お
け
る

災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
港
北
消
防
団
全
体

に
よ
る
情
報
受
伝
達
訓
練
を
港
北
消
防
署
、
区
内
各

消
防
出
張
所
及
び
各
分
団
器
具
置
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

想
定
は
、
台
風
に
よ
り
港
北
区
内
に
甚
大
な
被
害

が
多
発
し
、
公
設
消
防
隊
の
み
で
は
対
応
困
難
な
状

況
と
し
ま
し
た
。

　

港
北
消
防
地
区
本
部
か
ら
港
北
消
防
団
本
部

に
災
害
状
況
を
付
与
、
消
防
団
本
部
か
ら
該
当

分
団
本
部
に
状
況
を
付
与
し
、
更
に
分
団
本
部

か
ら
該
当
班
に
模
擬
の
災
害
出
動
指
令
を
発
令

す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
無
線
で
訓
練
し
ま

し
た
。

　

無
線
に
よ

る
情
報
受
伝

達
と
い
う
相

手
が
見
え
な

い
中
で
の
訓

練
を
通
じ

て
、
迅
速
か

つ
正
確
な
情

報
を
伝
達
す

る
難
し
さ
を

体
感
し
、
実

災
害
に
対
し
て
有
効
な
伝
達

手
段
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
訓
練
で
あ
っ
た
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
本
年
度
消
防
団
全

体
で
行
っ
た
初
の
訓
練
に
今
後

の
活
動
の
方
向
性
を
指
し
示
す

訓
練
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。　

カ
ナ
フ
ル

Ｔ
Ｖ

　　

残
暑
の
厳
し
い
八
月
八

日
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
カ
ナ
フ

ル
Ｔ
Ｖ
の
番
組
撮
影
を
第

二
分
団
及
び
第
八
分
団
の

協
力
を
得
て
、
篠
原
消
防
出

張
所
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。

　

撮
影
は
訓
練
の
様
子
と

団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
二

部
構
成
で
行
わ
れ
、
火
災
訓

練
で
は
、
建
物
火
災
に
対
し

て
二
口
の
筒
先
に
よ
り
放

水
す
る
様
子
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

こ
の
取
材
を
通
じ
て
港

北
消
防
団
の
魅
力
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
新
入
団
員
確

保
の
た
め
の
広
報
の
一
助
に

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　令
和
二
年
度

　
風
水
害
対
策
等

実
働
訓
練

　　
残
暑
の
熱
気
が
残
る
九
月
十
二
日
、
新
横
浜
公
園

遊
水
地
お
い
て
、
消
防
団
配
置
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使

用
し
た
漕
艇
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
消
防
署
と
消
防
団
の
合
同
訓
練
と
の
位

置
づ
け
で
団
本
部
、
第
四
分
団
、
第
五
分
団
、
第
六

分
団
及
び
第
八
分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
組
み
立
て
、
漕
艇
、
撤

収
の
一
連
の
操
作
を
行
い
、
活
動
団
員
自
身
の
安
全

の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
出
水
時
の
救
助
者
の
搬
送

方
法
の
確
立
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
訓
練
会
場
は
大
量
の
水
草
が
繁
茂
し
、
水

面
の
状
況
が
把
握
で
き
な
い
中
、
漕
艇
訓
練
を
行
う

環
境
と
し
て
は
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
河
川
が
氾
濫
し
た
際
に
は
、
大
量
の
浮
遊
物
が

発
生
し
、
そ
の
中
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困

難
な
状
況
を
実
体
験
す
る
機
会
と
な
り
、
有
意
義
な

訓
練
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員

活
動
発
表
会
の

動
画
撮
影

　　

例
年
は
、
市
内
の
公
会
堂
で
各
消
防
団

の
女
性
団
員
に
よ
る
活
動
発
表
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
動
画
配

信
サ
イ
ト
に
て
活
動
発
表
を
行
う
こ
と
が

決
定
し
、
港
北
消
防
団
は
女
性
消
防
団
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
第
八
分
団
が

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
に
つ
い
て
は
女
性
団
員
に

よ
る
放
水
訓
練
及
び
訓
練
礼
式
を
展
示

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ

作
成
と
同
時
に
撮
影
に
向
け
た
礼
式
訓

練
を
重
ね
、
九
月
二
十
七
日
港
北
防
災

広
場
に
て
動
画
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

前
日
は
大
雨
に
よ
り
撮
影
延
期
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
奇
跡
的
に
曇
天
の
隙
間
か
ら
太
陽
が
顔
を
覗

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
「
建
物
一
棟
炎
上
中
」
の
一
報
を

受
け
、
い
ち
早
く
災
害
現
場
に
到
着
し
、
指
揮
者
の

指
示
の
も
と
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
筒
先
操
作
員
と

ホ
ー
ス
補
助
者
の
二
人
に
よ
り
火
元
に
放
水
、
指
揮

者
が
鎮
火
報
告
を
実
施
し
て
活
動
を
完
了
す
る
一
連

の
状
況
を
映
像
に
収
め
ま
し
た
。

　

次
に
指
揮
者
の
命
令
に
よ
り
団
員
を
集
結
さ
せ
、

部
隊
行
動
を
統
一
さ
せ
る
目
的
と
し
て
訓
練
礼
式
を

展
示
し
ま
し
た
。訓
練
の
途
中
に
新
入
団
員
と
し
て
、

区
内
在
住
ゆ
る
キ
ャ
ラ
七
体
が
参
加
し
て
華
や
か
訓

練
礼
式
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
動
画
は
動
画
配
信
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
ま

し
た
。
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令
和
二
年
度

  
消
防
団
員

上
級
救
命
講
習

　　

例
年
、
春
と
秋
に
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

実
施
し
て
い
た
上
級
救
命
講
習
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
て
延
期
と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
宣
言
解
除
を
受
け
て
、
参
加
人
員
に
上

限
を
設
け
る
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え

で
、
港
北
区
役
所
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
上
級
救

命
講
習
を
十
一
月
二
十
九
日
、
十
二
月
五
日
、
同
六

日
の
三
日
間
延
べ
受
講
者
六
十
六
人
、
指
導
者
十
九

人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
会
議
室
出
入
口

及
び
窓
を
開
放
し
、
常
時
換
気
の
徹
底
、
訓
練
資
器

材
の
使
用
都
度
の
消
毒
、
参
加
者
ど
う
し
の
間
隔
の

確
保
、
参
加
者
の
マ
ス
ク
着
用
及
び
指
導
者
の
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
の
う
え
、
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

指
導
は
加
藤
分
団
長
（
第
八
分
団
）
を
は
じ
め

女
性
団
員
が
担
当
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
応
急
手
当

な
ど
通
常
の
救
命
処
置
に
加
え
、
感
染
症
予
防
対

策
を
講
じ
た
指
導
と
い
う
難
し
い
対
応
に
迫
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
指
導
担
当
者
は
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
、
救
命
処
置
と
感
染
症
予
防
を
同

時
に
対
応
す
る
と
い
う
課
題
を
克
服
し
、
受
講
者

の
技
術
の
向
上
に
留
ま
ら
ず
、
感
染
症
予
防
を
図

り
、
自
身
の
身
の
安
全
を
守
る
と
い
う
現
代
社
会

必
須
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
計
画
で
は
、
令
和
三
年
一
月
及
び
二
月
に
同

内
容
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
二
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
発
令
の
た
め
、
次
年
度
に
延
期
し
た
こ
と
を

追
記
し
ま
す
。

令
和
二
年
度

 

下
期
新
任

 

消
防
団
員
研
修

　　

港
北
区
役
所
会
議
室
に
お
い
て
、
十
二

月
十
三
日
に
十
人
の
新
任
消
防
団
員
に
対

し
て
、
新
任
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
た
会
場
設
定
を
行
う
な
ど
感
染
防

止
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　

飯
田
団
長
の
開
式
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
中
山
消
防

団
係
長
か
ら
消
防
団
の
活
動
や
福
利
厚
生
に
つ
い
て

講
義
形
式
で
説
明
を
行
い
、
次
に
加
藤
第
八
分
団
長

に
よ
る
式
典
・
訓
練
等
に
用
い
る
訓
練
礼
式
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
受
講
終
了
後
、
飯
田
団
長
よ
り
団
員
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自

覚
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
差
し
た
消

防
団
活
動
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
に
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

修
了
証
交
付
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
段
左
側
よ
り

①
第
七
分
団
第
５
班　

金
子　

裕

②
第
五
分
団
第
３
班　

羽
田　

英
世

③
第
二
分
団
第
４
班　

金
子　

忍　
　

④
第
二
分
団
第
３
班　

手
島　

圭
吾

⑤
第
二
分
団
第
３
班　

落
合　

亨

　

下
段
左
側
よ
り

⑥
第
八
分
団
第
７
班　

重
松　

遥

⑦
第
八
分
団
第
４
班　

小
野
寺　

千
安
紀

⑧
第
八
分
団
第
３
班　

北
嶋　

美
紀

⑨
第
八
分
団
第
２
班　

角
田　

沙
織

⑩
第
八
分
団
第
２
班　

星
川　

の
ぞ
み

令
和
二
年
度

女
性
消
防
団
員
活
動
発
表
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

　　

市
内
九
消
防
団
が
参
加
し
た
女
性
消
防
団
員
活
動

発
表
会
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
て
十
一
月
六
日
か
ら

配
信
さ
れ
、
同
時
に
横
浜
市
各
消
防
団
員
に
よ
る
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
港
北
消
防
団
の
発
表
が
優
秀
に
選
ば

れ
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
な
お
、
最
優
秀
は
南

消
防
団
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
授
賞
式
を
局
長
出
席
の
う
え
消
防
局
で
行

う
予
定
で
し
た
が
、
本
年
度
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
三
年
二
月
九

日
港
北
消
防
署
会
議
室
に
お
い
て
港
北
消
防
団
の
授

賞
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
加
藤
分
団
長
、
木
村
副
分
団
長
が
被
授

賞
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
中
副
局
長
か
ら
賞
状
及
び
記
念
盾
が
加
藤
分
団

長
、
木
村
副
分
団
長
に

授
与
さ
れ
、
続
け
て
横

浜
市
消
防
団
長
会
会
長

と
し
て
飯
田
団
長
の
祝

辞
な
ら
び
に
平
中
副
局

長
に
よ
る
松
原
消
防
局

長
の
祝
辞
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

   　
　

　

上
段
左
側
よ
り

①
平
中
副
局
長

②
飯
田
港
北
消
防
団
長

③
吉
田
港
北
消
防
署
長

　

下
段
左
側
よ
り

④
加
藤
分
団
長

⑤
木
村
副
分
団
長

遠
距
離
送
水
資
機
材
取
扱
訓
練

　

東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
十
年
、
本
年
二
月
に
発
生

し
た
福
島
県
沖
で
震
度
六
強
の
余
震
の
記
憶
も
新
し
く
、

大
規
模
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
令
和
三
年
三

月
十
二
日
横
浜
市
環
境
創
造
局
港
北
水
再
生
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
港
北
消
防
署
部
隊
と
合
同
で
遠
距
離
送
水

資
機
材
取
扱
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
飯
田
団
長
を
は
じ
め
と
し
、
第
二
、
第
四
、

第
五
及
び
第
六
分
団
の
有
志
の
消
防
団
員
二
十
人
程

が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ス
延
長
車
や
手
作
業
に
よ

り
職
員
と
協
力
し
て
百
ミ
リ
ホ
ー
ス

三
十
九
本
、
総
延
長
七
百
八
十
メ
ー

ト
ル
を
ホ
ー
ス
の
折
れ
や
縁
石
の
接

触
に
よ
る
破
損
防
止
に
留
意
し
な

が
ら
敷
地
内
を
延
長
し
、
施
設
内

の
採
水
口
か
ら
水
を
大
型
水
槽
に

貯
留
し
た
も
の
を
消
防
隊
か
ら
送

水
、
一
度
小
型
水
槽
に
貯
水
し
た

後
、可
搬
式
ポ
ン
プ
か
ら
加
圧
し
て
放
水
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
大
規
模
地
震
発
生
時
、
水

道
断
水
に
よ
り
消
防
用
水
の
不
足
に
対
す
る
有
効
な

送
水
手
段
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

百
ミ
リ
ホ
ー
ス
（
重
量
二
十
キ
ロ
以
上
）
を
適
切
に

延
長
す
る
た
め
に
は
複
数
人
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
消
防
団
と
消
防
隊
の
連
携
が
不
可
欠

あ
る
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

災
害
活
動
に
際
し
て
、
消
防
団
と
消
防
隊
の
連
携

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
平
時
か
ら
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
引
き
続
き
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

編
集

後
記

　

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

発
令
に
始
ま
り
、
二
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
発
令
と
い
う
状
況
下
で
様
々
な
訓

練
や
行
事
が
中
止
や
延
期
と
な
る
事
態
と
な
り
、
多
く
の

制
限
を
強
い
ら
れ
た
状
況
下
で
、
従
前
の
訓
練
方
法
に
加

え
て
、
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
た
新
し
い
様
式
の
訓
練

や
研
修
を
手
探
り
状
態
で
行
っ
た
一
年
で
し
た
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
十
年
、
様
々
な
自
然

災
害
が
世
界
各
地
で
発
生
し
、
想
定
を
超
え
た
災
害
に
晒

さ
れ
な
が
ら
、
日
常
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
地
域
の
防
災
の
要
で
あ

る
、
消
防
団
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
執
筆
の
時
点
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
未
確
定
な
事
案
が
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の

安
寧
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
つ
つ
、
筆
を
納
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）　

第 22 期編集委員
本
　
　
部
　
鈴
木
　
基
祥（
編
集
顧
問
）

本
　
　
部
　
齋
藤
　
信
之
（
編
集
委
員
長
）

第
一
分
団
　
窪
倉
　
　
敏

第
二
分
団
　
峯
岸
　
義
孝

第
三
分
団
　
小
泉
　
　
守

第
四
分
団
　
鈴
木
　
　
智

第
五
分
団
　
酒
井
　
　
誠

第
六
分
団
　
長
瀬
　
一
夫

第
七
分
団
　
西
山
　
裕
一

第
八
分
団
　
畑
野
　
悦
子

火災発生状況
年　別 令和3年 令和2年 増△減
件　数 16 17 △ 1

火
災
種
別

建 物 10 8 2
林 野 0 0 0
車 両 0 0 0
船 舶 0 0 0
航 空 機 0 0 0
そ の 他 6 9 △3

損

害

床 面 積 993 61 932
死 者 3 0 3
焼 死 者 3 0 3
放 火 自 殺 0 0 0

負 傷 者 5 1 4

主な出火原因
年　別 令和3年 令和2年 増△減

1 た ば こ 5 1 4
2 電 気 機 器 2 0 2
3 放火（疑い含む） 2 8 △6
4 灯 火 1 0 1
5 溶接機・切断機 1 0 1

港北区内の火災情報 令和3年3月20日㈯現在


